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【中学校１年生 理科】 

目標値 62.6％ 市平均正答率 64.2％  ＜６年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 
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 ※目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

４ （１） 生命・地球 植物のからだには決まった水の通り道があることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答（正答率 39.9%） 誤答（誤答率 59.6% 無解答率 0.5%） 

４ 
１･･･26.6%  ２･･･10.3%  ３･･･22.6% 

上記以外の解答･･･0.1% 

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果  ●：課題） 

①「水よう液の性質」では，目標値を 10.5ポイント上回っている。 

❶「植物のつくりとはたらき」では，植物のからだには決まった水の通り道があることの理解を問う設問にお

いて，目標値を 5.1ポイント下回っている。植物の根，茎，葉の水の通り道の違いを捉えることに課題があ

る。 

❷「大地のつくりと変化」では，地層の観察で見られた粒の様子から，どの地層から採取したのかを推測する

ことができるかを問う設問において，目標値を 10.4ポイント下回っている。粒の特徴と地層に含まれる構

成物を関連付けて捉えることに課題がある。 

分析結果 

指導改善の方策 

図１のように，赤い色水に

ホウセンカを入れ，数時間後

に，葉のつけ根とくきを切っ

て断面の様子を観察しまし

た。このとき，赤く染まって

いた部分はどこですか。次の

１～４から正しい組み合わ

せを１つ選びなさい。 
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２ 指導改善に向けて 

植物のからだには決まった水の通り道があることが分かるようにするために 

 この設問では，ホウセンカの体内の水の通り道について問われている。誤答として，１，３を選択する児

童が合わせて約 50%いたことから，ホウセンカの体内の水の通り道が部位ごとに決まっていることが正しく

理解できていないことが考えられる。 

 指導に当たっては，植物の体内の水の通り道を観察・実験する際に，染色したホウセンカを実際に切りな

がら観察させ，根，茎，葉の水の通り道の違いや，茎から葉へのつながりなどの通り道の連続性にまで目を

向けられるようにすることが重要である。 

 

３ 改善事例 「植物のつくりとはたらき」 
 

１ 指導のねらい 

  植物の体内には決まった水の通り道があり，根，茎，葉それぞれ違いがあることが分かるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

８ （２） 生命・地球 粒の様子から，粒を採取した地層を推測することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答（正答率 59.6%） 誤答（誤答率 39.1% 無解答率 1.3%） 

火山灰（の層） その他の解答 39.1% 無解答 1.3% 

 

（１）はっきりと通り道が見える染色剤を使う。 

参考例「切り花着色剤ファンタジー」青色 

パレス化学Ｋ．Ｋ 

 ※水で２～３倍に薄めて使用する。よく晴れた

日であれば１～２時間で十分染まる。青色の

ものだと観察が容易である。 

 （２）児童一人一人が自由にホウセンカを切り，

水の通り道を観察することができるように十

分な数の器具を準備する。 

準備物：カッター，プラスチック段ボール 

（20cm×15cm程度の大きさ），双眼実体顕微

鏡，解剖顕微鏡  

※一つの班に２セット以上あることが望ましい。 

 （３）茎から葉のつながりを縦，横両面から観察

させる。 

 （参考指導例：H27 仙台市 学力向上に関する調査・実践報告書P184） 

【重要】４月下旬に学級でホウセ

ンカの種をまくと６月の学習に間

に合う。一人一人が観察・実験で

きるような十分な数を準備する。 

〔観察１〕 

がけのようすを観察し，

図１のようにまとめた。が

けがしま模様になって見

えたのは，ちがう種類の層

が重なっているからだと

いうことがわかった。 

 れきの層に見られたれ

きは，角が丸く，川原のれ

きと形が似ていた。 

 
（２）観察２で，図２のようなつぶが見られたのは，図１のどろ，砂，れき，火山灰の層のうちのどれですか。 

 

〔観察２〕 

 図１の地層の一部

を採取し，水でよく洗

ったあと，そう眼実体

けんび鏡で観察した

ところ，図２のような

角ばったつぶが観察

された。 

茎から葉の水の通り道の 

つながり 

茎の水の通り道 

実際に染色している様子 
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２ 指導改善に向けて 

粒の様子から，粒を採取した地層を推測することができるようにするために 

この設問では，地層に含まれる粒の様子から，粒を採取した地層を推測することができるかどうか問われ

ている。約 40%の児童が粒の様子と地層に含まれる構成物を関連付けて推測できていないことから，どろ，

砂，れき，火山灰の粒の特徴とそのでき方の関係を正しく理解できていないことが考えられる。 

指導に当たっては，実際にどろ，砂，れき，火山灰の様子を観察し，その特徴から，流れる水の働きや火

山の噴火によってできたことについて推論して捉えることができるようにしていくことが必要である。 

 

３ 改善事例 「大地のつくりと変化」 

 

１ 指導のねらい 

  粒の様子の観察からそのでき方を推論し，正しく理解することができる。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山灰の観察は，鹿沼土か赤玉土を利

用して行う。どちらも火山の働きででき

た堆積物で，容易に火山灰を取り出すこ

とができる。 

乳鉢か白い蒸発皿にとり，指で押しつ

ぶし，にごりがなくなるまできれいに水

洗いをする（椀がけ）。乳鉢の底に鉱物

（火山灰）がたまったら，シャーレかス

ライドガラスに移し，双眼実体顕微鏡か

解剖顕微鏡で観察する。 

火山の働きでできた粒は角張ってい

ること，水の働きでできた粒は角がとれ

て丸くなっていることを比較し，整理す

る。観察を通して，粒の形状の違いに目

を向けさせることで，そのでき方を推論

させる。 

 

 

※海砂もあればさらに特徴

の違いを捉えさせやすい。

川砂，山砂に比べ，より角

が丸くなっており，火山の

働きでできた角ばった物

と比較することで形状の

違いを捉えさせやすい。 

椀がけ前の鹿沼土の様子 

鹿沼土を椀がけして取り出した 

火山灰の様子 

椀がけ後の鹿沼土の様子 


